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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月30日(2009.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　親水性ポリマーマトリクスおよび２価無機金属化合物の混合物を含む粉末組成物であっ
て、該親水性マトリクスが少なくとも１種の合成ポリカルボキシル化ポリマーを含むもの
である、粉末組成物。
【請求項２】
　前記金属がカルシウムまたはマグネシウムである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記混合物が０．５％～２５重量％の前記２価無機金属化合物を含む、請求項２に記載
の組成物。
【請求項４】
　前記２価無機金属化合物が、ＣａＣＯ3、Ｃａ（ＯＨ）2、Ｍｇ（ＯＨ）2およびそれら
の混合物からなる群から選択される、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
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　前記親水性マトリクスが、５重量％～９５重量％の前記少なくとも１種の合成ポリカル
ボキシル化ポリマー、および５重量％～９５重量％の少なくとも１種の多糖を含む、請求
項４に記載の組成物。
【請求項６】
　５重量％～３５重量％の前記少なくとも１種の多糖、および５０重量％～９５重量％の
前記少なくとも１種の合成ポリカルボキシル化ポリマーを含む、請求項５に記載の組成物
。
【請求項７】
　前記多糖がでんぷんであり、前記ポリカルボキシル化ポリマーが架橋ポリ（アクリル酸
）である、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記でんぷんがワキシースターチである、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　さらに活性剤を含む、請求項３に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記活性剤がポリペプチドである、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　少なくとも１種の合成ポリカルボキシル化ポリマー成分、少なくとも１種の多糖成分、
および少なくとも１種の２価無機金属化合物を含有する粉末組成物を製造する方法であっ
て、該方法が、少なくとも１種の合成ポリカルボキシル化ポリマー成分および少なくとも
１種の多糖成分を含むポリマー混合物と少なくとも１種の溶剤を含む溶液を調製すること
、および次いで該溶液を乾燥して前記成分の混和物を含む固形物を形成することを含み、
前記少なくとも１種の２価無機金属化合物が、乾燥する前に該溶液に添加されて前記混和
物の一部であるか、または該乾燥に続いて前記混和物と物理的に混合されるものである、
方法。
【請求項１２】
　活性成分を添加することをさらに含み、そこでは該活性成分が、乾燥前に前記溶液に添
加されて前記混和物の一部となるか、または該乾燥に続いて前記混和物と物理的に混合さ
れる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ポリマー混合物が、固形物基準で、５重量％～３５重量％の少なくとも１種の多糖
、および５０重量％～９５重量％の少なくとも１種の合成ポリカルボキシル化ポリマーを
含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記溶液が噴霧乾燥される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前期溶剤が水であり、前記多糖がでんぷんであり、そして前記ポリカルボキシル化ポリ
マーが架橋ポリ（アクリル酸）である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　請求項１１に記載の方法により調製された組成物。
【請求項１７】
　請求項１に記載の組成物および活性成分を含む活性成分送達ビヒクル。
【請求項１８】
　前記組成物が、７５重量％～９９．５重量％の前記ポリマーマトリクス、および０．５
％～２５重量％の前記２価無機金属化合物を含む、請求項１７に記載の送達ビヒクルであ
って、該ポリマーマトリクスが７５重量％～９５重量％の架橋ポリ（アクリル酸）および
５重量％～２５重量％のでんぷんを含むものである、送達ビヒクル。
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